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 ❑最寄駅  六本木駅（日比谷線徒歩10分）                   ❑先着 100名様  
   麻布十番駅（大江戸線徒歩5分、南北線徒歩7分）        ❑事前申込み 不要 

❑問い合わせ 死生学研究所 shiseigaku@toyoeiwa.ac.jp    ❑参加費 無料 

❑会場  東洋英和女学院大学大学院 
        （六本木）201教室 
     東京都港区六本木5-14-40 

東洋英和女学院大学 2019年度〈公開〉連続講座 

死生学の未来 

 

本学国際社会学部准教授 

プロフィール  
慶應義塾大学大学院法学研究科修了、神戸大学大学
院国際協力研究科で博士号取得（Ph.D. 国際教育開
発）。専門は国際教育開発、学校防災。東日本大震
災を契機に、国際NGOセーブ・ザ・チルドレン・
ジャパンにて教育復興・防災教育に関わる。東北大
学災害科学国際研究所防災教育国際協働センター副
センター長。石巻市学校防災推進会議委員。NGO法
人シーズアジア理事 。      
主要業績 

「大災害後の教育復興支援をめぐる国際協力―日本・アジア
の災害被災地での対応―」.片山裕編著『防災をめぐる国際
協力のあり方ーグローバルスタンダードと現場の間で』ミネ
ルヴァ書房、2017 。  

 第１回連続講座 

大震災からのサバイバーの子どもた

ちのための復興・防災教育とは？             

      

内容紹介： 
東日本大震災から8年が経過し、震災当時、小学1、2年生の子ども
たちは高校に入学しました。震災からの年月の経過とともに震災の
経験や教訓の次世代への伝承の必要性が語られますが、震災を経験
した年齢、被災の度合い等によって多様な対応が求められていま
す。震災を生き抜いた子どもたちは、小学校での学習を通じてどの
ようにその経験に向き合い、乗り越えてきたのでしょうか？学校や
教員、外部の支援者はどのように彼らの学習を支えてきたのでしょ
うか？震災後の小学校での学習は、中学生となった彼らにどのよう
な影響を及ぼしたのでしょうか？石巻市の小学校を事例に考えてみ
たいと思います。      

  ４月 20日（土） 
 14:40-16:10（受付14:10～）

桜井愛子 （さくらい あいこ） 

 第２回連続講座 

内容紹介：  
死生学という言葉が生まれて20年近くたち、よく聞かれるようにな
りました。死生学とは何なのか、何であるべきなのかは、まだ手探
りが続いているかもしれませんが、死ぬことと生きることについて
考える視野の広い学問を現代の日本社会が求めていたからこそ、こ
の言葉が受け入れられたのでしょう。その求めに応じて、死生学が
新たな課題に取り組み、そのあり方を変えていってもよいのでしょ
う。私は宗教学を学び、教えてきましたので、これからの死生学、
「死生学の未来」との関わりのなかで、どんな「宗教の未来」が予
想され、期待されるのか、考えていることをお話ししてみたいと思
います。  

  ４月 20日（土） 
 16:20-17:50 

鶴岡賀雄 （つるおか よしお） 

 

<予告> ６月８日（土）開催 〈公開〉連続講座「死生学の未来」 
 

 第3回 渡部麻美（本学人間科学部准教授）「ひきこもり状態にある人々の実態」 

 第4回 佐々木啓（北海道大学大学院文学院教授）「「生命
い の ち

」と「看取り」の『聖書』」 

東京大学名誉教授 

プロフィール  
東京大学文学部卒業、同大学院修了（宗教学宗教史
学）。博士（文学）。工学院大学教授、東京大学教
授、南山大学南山宗教文化研究所諸宗教研究講座研
究所員、等を歴任。専攻は宗教学、西洋宗教思想、
神秘思想。     
主要業績 

『十字架のヨハネ研究』創文社、2000。『生きる意味―キリ
スト教への問いかけ』（共編著）オリエンス宗教研究所、
2017。「「霊的暴力と悪魔」というテーマをめぐる雑考」
『身心変容技法研究』7号、2018年。  

「宗教」の未来 
 －死生学とのかかわりのなかで                 


